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「
そ
の
く
ら
い
素
手
で
持
て
る
だ
ろ
」「
昔
は
安

全
帯
な
ん
て
な
か
っ
た
よ
」そ
ん
な
ベ
テ
ラ
ン
の
武

勇
伝（
？
）を
、若
手
は
ニ
コ
ニ
コ
聞
き
な
が
ら
、心

の
中
で
は「
そ
れ
ア
ウ
ト
で
す
」▼
安
全
に
対
す
る

感
覚
は
、時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。

職
人
気
質
を
受
け
継
ぐ
ベ
テ
ラ
ン
に
と
っ
て
、安

全
と
は「
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
勘
」で
あ
り
、「
体

で
覚
え
る
も
の
」だ
っ
た
。一
方
、今
の
若
手
は
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
読
み
、リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
学
び
、

「
確
認
ヨ
シ
！
」を
し
て
か
ら
動
く
。ま
る
で
違
う

生
き
物
同
士
だ
▼
た
と
え
ば
、あ
る
若
手
が
高
所

作
業
の
前
に
入
念
に
装
備
を
確
認
し
て
い
た
ら
、

ベ
テ
ラ
ン
が
一
言
、「
お
い
お
い
、そ
ん
な
に
気
に
し

て
た
ら
仕
事
進
ま
ん
ぞ
」〜「
い
や
い
や
、む
し
ろ

進
ま
な
い
ほ
う
が
安
全
な
ん
で
す
」と
若
手
は
心

の
中
で
呟
く
▼
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、ど
ち
ら
が
正
し

い
か
で
は
な
い
。ど
ち
ら
も「
安
全
を
守
る
た
め
」

に
や
っ
て
い
る
の
だ
。た
だ
、そ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
違

う
だ
け
。ベ
テ
ラ
ン
の
経
験
に
は
確
か
な
価
値
が

あ
る
し
、若
手
の
慎
重
さ
も
現
代
の
安
全
基
準
に

則
っ
た
正
し
い
行
動
だ
▼
大
切
な
の
は
、互
い
を

否
定
せ
ず
歩
み
寄
る
こ
と
。ベ
テ
ラ
ン
は「
今
の
や

り
方
」に
耳
を
傾
け
て
み
る
。若
手
は「
昔
の
現
場
」

の
話
か
ら
本
質
を
学
ぶ
。そ
う
し
て
初
め
て
安
全
は

「
世
代
を
超
え
た
共
通
言
語
」に
な
る
▼
安
全
衛

生
は
日
々
進
化
し
て
い
る
。で
も
、人
が
人
を
思
い

や
る
気
持
ち
は
昔
か

ら
変
わ
ら
な
い
。今
日

も
ど
こ
か
の
現
場
で
、

ベ
テ
ラ
ン
と
若
手
が
笑

い
な
が
ら
言
い
合
っ
て

い
る
。「
そ
れ
、今
じ
ゃ

Ｎ
Ｇ
な
ん
で
す
よ
！
」、

「
う
る
せ
ぇ
、
だ
か

ら
ち
ゃ
ん
と
教
え
と

け
！
」こ
う
し
た
や
り

と
り
こ
そ
、実
は
最
高
の〝
安
全
教
育
〞な
の
か
も

し
れ
な
い
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
）

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

＊何となく不思議に思っていた、本県に２つある「高千穂」。それを紐(ひも)解いてくれたのがＮＨＫ宮崎ＷＥＢ特集『高千穂峡と高千穂峰　100キロ離れた宮崎の景勝地に残る神話の謎』でした。
興味のある方は　　　＊一説には、淡路島⇒四国⇒隠岐島⇒九州⇒壱岐⇒対馬⇒佐渡島⇒本州の順。あれっ、北海道は蝦夷地で番外島？ところで、何でこの順番なの？（素人の呟きです）

主唱：厚生労働省・中央労働災害防止協会

多様な仲間と  築く安全　
未来の職場

全
社
員
で
共
有
!!

情
報
は
、

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!
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《令和７年度　全国安全週間スローガン》

全国安全週間（7/1～7/7）
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副会長（延岡支部長）に福田 達也･旭化成（株）延岡支社長が就任
（
公
社
）
宮
崎
労
働
基
準
協
会

の
定
時
総
会
は
６
月
23
日
（
月
）、

宮
崎
市
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ

テ
ィ
宮
崎
で
会
員
事
業
場
61
社

97
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
冒
頭
、橋
口
光
雄
会
長（
宮
崎

ガ
ス（
株
）代
表
取
締
役
会
長
）

は
、昨
年
発
生
し
た
地
震
や
台

風
・
突
風
に
よ
る
自
然
災
害
の
脅

威
と
そ
の
備
え
に
触
れ
た
後
、

「
本
年
も
全
国
的
に
気
温
が
高
く

な
る
と
予
想
さ
れ
、熱
中
症
対
策

が
法
定
化
さ
れ
た
こ
と
に
あ
わ

せ
て
万
全
の
態
勢
で
こ
の
夏
を

乗
り
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。さ

ら
に
本
県
の
経
済
状
況
に
つ
い

て
物
価
の
上
昇
や
人
手
不
足
な

ど
か
ら
景
気
は
良
く
な
っ
て
い

る
と
い
う
感
じ
は
な
く
、ト
ラ
ン

プ
関
税
に
よ
る
先
行
き
不
透
明

感
、イ
ス
ラ
エ
ル
・
イ
ラ
ン
間
の

公
益
社
団
法
人
宮
崎
労
働
基
準
協
会
役
員

橋
口
　
光
雄

矢
野
　
俊
也

福
田
　
達
也

江
夏
　
啓
人

平
林
　
哲
也

福
山
　
栄
隆

大
庭
　
康
嗣

湯
川
　
康
市

久
富
　
美
加
子

﨑
村
　
直
正

豐
丸
　
優
子

河
野
　
洋
一

入
江
　
和
博

湯
村
　
　
剛

甲
正
　
健
二

西
田
　
　
博

大
竹
　
忠
夫

元
浦
　
久
実

山
下
　
隆
幸

脇
之
薗
　
隆

鮫
島
　
瑞
穂

森
田
　
博
之

橋
本
　
修

津
曲
　
幹
伸

岩
城
　
博
志

宮
崎
ガ
ス（
株
）
代
表
取
締
役
会
長

矢
野
産
業（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

旭
化
成（
株
）
上
席
執
行
役
員
　
延
岡
支
社
長

ヤ
マ
エ
食
品
工
業（
株
）
代
表
取
締
役
社
長

王
子
製
紙（
株
）日
南
工
場
　
執
行
役
員
工
場
長

（
公
社
）宮
崎
労
働
基
準
協
会
　
専
務
理
事

九
州
電
力（
株
）宮
崎
支
店
　
副
支
店
長
兼
企
画
・
総
務
部
長

（
株
）宮
崎
銀
行
　
人
事
部
長

宮
崎
交
通（
株
）
取
締
役
　
人
事
担
当
兼
人
事
部
長

王
子
製
紙（
株
）
日
南
工
場
　
事
務
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

旭
化
成（
株
）
延
岡
支
社
　
環
境
安
全
部
長

宮
崎
県
経
営
者
協
会
　
専
務
理
事

林
兼
産
業（
株
）
都
城
工
場
長

協
同
紙
工（
株
）
取
締
役
　
管
理
本
部
長

旭
有
機
材（
株
）
執
行
役
員
　
管
財
製
造
所
長

　
兼
グ
ロ
ー
バ
ル
製
造
・
開
発
推
進
部
長

旭
有
機
材（
株
）
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
統
括
本
部

　
人
事
部
　
人
事
グ
ル
ー
プ  

グ
ル
ー
プ
長

ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ（
株
）
宮
崎
工
場

S
U
M
C
O
T
E
C
H
X
I
V（
株
）
宮
崎
工
場
長

（
株
）宮
崎
山
形
屋
　
代
表
取
締
役
社
長

日
本
通
運（
株
）
宮
崎
支
店
長

吉
川
工
業
ア
ー
ル
エ
フ
セ
ミ
コ
ン（
株
）管
理
本
部
　
総
務
人
事
部
長

宮
崎
県
農
協
果
汁（
株
）
管
理
部
長

（
株
）ニ
チ
ワ
　
執
行
役
員
　
総
務
部
長

（
株
）宮
崎
銀
行
　
人
事
部
調
査
役

（
株
）宮
崎
太
陽
銀
行
　
人
事
部
行
員
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
部
長
代
理

会
長（
代
表
理
事
）

副
会
長（
理
事
）

副
会
長（
理
事
）

副
会
長（
理
事
）

副
会
長（
理
事
）

　
　
専
務
理
事

　（
業
務
執
行
理
事
）

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

理
　
事

監
　
事

監
　
事

令
和
7
年
度

※

印
は
新
役
員
　
〇
印
は
常
勤
（
所
属
・
役
職
名
は
６
月
23
日
現
在
）

※ ※ ※ ※ ※ ※※ ○

攻
撃
の
応
酬
な
ど
地
政

学
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て

い
る
。順
調
な
景
気
回
復

と
一
刻
も
早
い
平
和
を

願
い
た
い
。本
日
は
、議

事
の
円
滑
な
進
行
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

　
来
賓
と
し
て
出
席
さ

れ
た
宮
崎
労
働
局
の
吉

越
正
幸
局
長
は
、最
近
の

本
県
に
お
け
る
労
働
情

勢
以
下
５
点
に
つ
い
て

お
話
さ
れ
ま
し
た
。「
雇

用
失
業
情
勢
」で
は
求
人

数
が
求
職
者
数
を
上
回

る
状
況
が
継
続
し
て
い

る
が
、今
後
の
見
通
し
と

し
て
、物
価
上
昇
等
が
雇

用
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
引
き
続
き
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
、「
生
産
性
向

上
及
び
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た

支
援
」に
つ
い
て
は
、宮
崎
労
働

局
で
は
各
種
助
成
金
施
策
を
賃

金
助
成
金
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
セ
ッ

ト
に
ま
と
め
て
い
る
の
で
、活
用

を
お
願
い
し
た
い
こ
と
、「
労
働

災
害
」に
つ
い
て
は
、高
年
齢
労

働
者
の
死
傷
者
数
が
過
去
最
高

と
な
っ
て
お
り
、エ
イ
ジ
フ
レ
ン

ド
リ
ー
補
助
金
を
活
用
い
た
だ

く
な
ど
、高
年
齢
労
働
者
の
労
働

災
害
防
止
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、熱

中
症
対
策
に
係
る
改
正
安
衛
則

が
６
月
１
日
に
施
行
さ
れ
、今
夏

も
激
し
い
暑
さ
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
熱
中
症
予
防
対
策
の

徹
底
を
要
請
さ
れ
ま
し
た
。最
後

に
、「
外
国
人
雇
用
啓
発
月
間
」と

「
女
性
活
躍
の
推
進
と
ハ
ラ
ス
メ

橋口 光雄 会長

ン
ト
対
策
の
強
化
」に
つ
い
て
、

対
応
を
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、令
和
６
年
度
の
事

業
報
告
及
び
決
算
報
告
、役
員
報

酬
規
程
の
変
更
、役
員
補
充
選
任

の
４
件
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、令

和
７
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。事
業
報
告
で
は
、①
技
能
講
習

受
講
者
数
が
令
和
５
年
度
比
で

石
綿
作
業
主
任
者
講
習
や
特
化

物
作
業
主
任
者
講
習
が
大
き
く

減
少
し
ま
し
た
が
、ほ
ぼ
順
当
な

受
講
者
数
と
考
え
ら
れ
る
こ
と

②
特
別
教
育
等
で
は
、保
護
具
着

用
管
理
責
任
者
教
育
の
受
講
者

が
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
③
新

た
に
実
施
し
た
建
築
物
石
綿
含

有
建
材
調
査
者
講
習
で
１
０
０

名
を
超
え
る
受
講
者
が
あ
っ
た

こ
と
④
全
体
で
は
前
年
比
ほ
ぼ

横
ば
い
の
７
，４
３
４
人
が
受
講

し
た
こ
と
⑤
会
員
数
は
35
社
減

少
し
１
，７
８
６
社
と
な
っ
た
こ

と
が
、ま
た
決
算
報
告
で
は
、収
入

は
微
減
で
し
た
が
、備
品
・
消
耗
品

等
の
節
約
に
よ
り
、約
４
４
０
万

円
の
黒
字
決
算
と
す
る
こ
と
が

出
来
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。役
員
補
充
選
任
で
は
、４

年
に
わ
た
り
支
部
長
兼
本
部
理

事（
副
会
長
）を
務
め
て
こ
ら
れ
た

末
次
稔
理
事
が
退
任
し
、後
任
に

福
田
達
也
氏（
旭
化
成（
株
）
上
席

執
行
役
員
延
岡
支
社
長
）が
就
任

し
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、４
件
の
議
案
は

全
て
提
案
通
り
承
認
。当
協
会
を

支
え
る
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
、引
き
続
き
公
益

性
の
確
保
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
定
時
総
会
終
了
後
に
開
催
さ

れ
た
懇
親
会
は
87
名
が
参
加
し
、

盛
会
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
の
役
員
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

来賓
吉越 正幸 宮崎労働局長
よし こし

定時総会 公益性の確保と会員サービスの一層の向上を令和7年度
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幹
事
会
・
事
業
報
告
会
開
催

幹
事
会
・
事
業
報
告
会
開
催

幹
事
会
・
事
業
報
告
会
開
催

宮
崎・延
岡

都
城・日
南

支
部
長
　
福
田
　
達
也

（
旭
化
成（
株
）
上
席
執
行
役
員
延
岡
支
社
長
）

副
支
部
長
　
甲
正
　
健
二

（
旭
有
機
材（
株
）
執
行
役
員
　
管
材
製
造
所
長

   

兼
グ
ロ
ー
バル
製
造・開
発
推
進
部
長
）

副
支
部
長
　
蓬
原
　
勝
利

　
　（
九
州
電
力
送
配
電（
株
）

　
　
　
　
　
　
　

延
岡
配
電
事
業
所
所
長
）

労
務
管
理
部
会
長

　
　
　
　

西
田
　
博

（
旭
有
機
材（
株
）コ
ー
ポ
レ
ー
ト
統
括
本
部

　
　  

人
事
部
人
事
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
長
）

安
全
衛
生
部
会
長

　
　
　
　
　
豐
丸
　
優
子

   

（
旭
化
成（
株
）
延
岡
支
社
環
境
安
全
部
長
）

こ
う
し
ょ
う

ふ
つ
は
ら

と
よ
ま
る

※
宮
崎
支
部
は
幹
事
会
の
み
開
催

支部

　
都
城
支
部
の
幹
事
会
及
び
事
業
報

告
会
は
５
月
16
日（
金
）都
城
市
の
メ

イ
ン
ホ
テ
ル
で
、来
賓
に
今
井
義
人
都

城
労
働
基
準
監
督
署
長
を
迎
え
、幹

事
17
名
が
主
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。事
業
報
告
会
で
は
、会
員
40
事
業

場
50
名
が
出
席
し
、幹
事
及
び
労
務

管
理
部
会
長
と
し
て
長
年
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
益
山
商
工（
株
）取
締
役
総
務

部
長
の
酒
匂
光
宏
氏
に
感
謝
状
と
花

束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、懇
親

会
は
35
名
が
参
加
し
、盛
会
の
う
ち
に

終
了
と
な
り
ま
し
た
。今
年
度
の
役
員

（
抜
粋
）は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　
日
南
支
部
の
幹
事
会
及
び
事
業
報
告

会
は
５
月
13
日（
火
）日
南
市
の
ホ
テ
ル

シ
ー
ズ
ン
日
南
で
、来
賓
に
黒
木
章
寛
日

南
労
働
基
準
監
督
署
長
を
迎
え
、幹
事

13
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
業
報
告
会
で
は
、会
員
39
事
業
場
44

名
が
出
席
。ま
た
、懇
親
会
は
30
名
が
参

加
し
、盛
会
に
終
わ
り
ま
し
た
。今
年
度

の
役
員（
抜
粋
）は
以
下
の
通
り
で
す
。

支
部
長

江
夏
　
啓
人

（
ヤ
マ
エ
食
品
工
業（
株
）代
表
取
締
役
社
長
）

副
支
部
長

深
井
　
武
司

   

（
九
州
グ
ン
ゼ（
株
）
宮
崎
工
場

                       

代
表
取
締
役
工
場
長
）

支
部
長
　
平
林
　
哲
也

　
　（
王
子
製
紙（
株
）  

日
南
工
場

　
　
　
　  

執
行
役
員
　
日
南
工
場
長
）

副
支
部
長

日
髙
　
章
太
郎

　
　
　
　
　
　
（
日
南
商
工
会
議
所
会
頭
）

副
支
部
長

堀
口
　
勝
郎

　
　
　
　
　（
串
間
商
工
会
議
所
会
頭
）

安
全
衛
生・労
務
管
理
部
会
長

　
　
　
　
　
井
上
　
博
義

      

　（
九
州
電
力
送
配
電（
株
）  

　
　
　
　
　
　
　
　
日
南
配
電
事
業
所
長
）

  

　
延
岡
支
部
の
幹
事
会
は
、５
月
９
日

（
金
）延
岡
市
の
旭
化
成
向
陽
ク
ラ
ブ

で
、来
賓
に
谷
宮
俊
実
延
岡
労
働
基
準

監
督
署
長
を
迎
え
幹
事
14
名
が
出
席

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。事
業
報
告
会

で
は
、会
員
50
事
業
場
57
名
が
出
席
。

閉
会
後
の
懇
親
会
は
50
名
が
参
加
し
、

盛
会
の
う
ち
に
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
役
員（
抜
粋
）は
以
下
の
通

り
で
す
。

支
部
長
　
矢
野
　
俊
也

     （
矢
野
産
業（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
）

副
支
部
長

入
江
　
惣
一

  
    （

九
州
電
力
送
配
電（
株
）

　
　
　
　
　
　    

宮
崎
配
電
事
業
所
長
）

安
全
衛
生・労
務
管
理
部
会
長

　
　
　
　
　
後
藤
　
武

    （（
株
）
明
光
社  

安
全
衛
生
部
長
）

宮
崎
支
部

延
岡
支
部

日
南
支
部

宮崎支部幹事会

福田 達也延岡支部長
（令和7年度就任）

酒匂 光宏氏（左）と
江夏支部長都城支部幹事会

日南支部事業報告会

延岡支部事業報告会

　
宮
崎
支
部
の
幹
事
会
は
、本
部
定
時

総
会
と
同
日
の
6
月
23
日（
月
）宮
崎
市

の
ニュー
ウ
ェル
シ
テ
ィ
宮
崎
で
、来
賓
に
新

盛
末
弘
宮
崎
労
働
基
準
監
督
署
長
を

迎
え
幹
事
12
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。今
年
度
の
役
員（
抜
粋
）は
以

下
の
通
り
で
す
。

副
支
部
長
　
頼
本
　
健
一郎

      

（
宮
崎
交
通（
株
）  

都
城
営
業
所
長
）

安
全
衛
生
部
会
長

　
　
　
　
　
　
尾
﨑
　
新
吾

　
　
　
（
九
州
電
力
送
配
電（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　
都
城
配
電
事
業
所
長
）

安
全
衛
生
部
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
後
藤
　
伸
司

　
　
　   

（（
株
）九
電
工
小
林
営
業
所
長
）

安
全
衛
生
部
会
副
会
長

　
　
　
　
　
　
安
田
　
紳
一郎

　
　
　
　
　（（
株
）九
南
取
締
役
副
社
長
）

都
城
支
部

ひ
ろ
　
と
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地域の中で、安全衛生に関する水準が特に良好で
他の模範であると認められる事業場又は企業に対する表彰

地域の中で、安全衛生に関する水準が良好で改善のための取組みが
他の模範であると認められる事業場又は企業に対する表彰

安全衛生推進賞
地域の中で、長年にわたり安全衛生関係の業務に従事し、地域、
団体又は関係事業場の安全衛生水準の向上発展に多大な貢献をした
個人に対する表彰

  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰

安全衛生に係る厚生労働大臣表彰

吉川工業アールエフセミコン株式会社

前田・坂下・山崎特定建設工事共同企業体

●電気機械器具製造業　宮崎県児湯郡新富町上富田4637‒1

林業・木材製造業労働災害防止協会
宮崎県支部　支部長

ミツワハガネ株式会社
●一般機械器具製造業　宮崎県延岡市天下町1213番地622

奨励賞

長年にわたり労働安全衛生に尽くし、我が国の安全衛生水準の
向上発展に多大な貢献をした個人に対する表彰功績賞

≪選択評価事項：安全確保対策≫

令和２年度交建防安第49‒8‒5 号国道448 号石波工区（仮称）石波トンネル工事（２工区）
●総合工事業　宮崎県串間市市木152

≪選択評価事項：安全確保対策≫

株式会社ミツトヨ 宮崎工場
●一般機械器具製造業　宮崎市田野町甲10652‒1

≪選択評価事項：安全確保対策≫

≪選択評価事項：安全確保対策≫

アルバック機工株式会社
●一般機械器具製造業　宮崎県西都市茶臼原291-7

●電気機械器具製造業　宮崎県北諸県郡三股町樺山1800 番地1

≪選択評価事項：安全確保対策≫

えびの電子工業株式会社　三股工場

株式会社熊谷組 九州支店 水ヶ崎発電所土木設備更新工事
●総合工事業　　宮崎県西臼杵郡高千穂町押方967‒1

≪選択評価事項：安全確保対策≫

公益社団法人建設荷役車両安全技術協会　宮崎県支部　巡回指導員柳 本　圭一郎
林業・木材製造業労働災害防止協会　宮崎県支部　安全衛生指導員長 友　壽 助

都城・西諸地域産業保健センター　コーディネーター山 元　美代子

長 友 幹 雄

吉川工業アールエフセミコン株式会社吉川工業アールエフセミコン株式会社
電気機械器具製造業　宮崎県児湯郡新富町上富田4637電気機械器具製造業　宮崎県児湯郡新富町上富田4637

  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰

令
和
7
年
度

優良賞
≪選択評価事項：安全確保対策≫
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　近年、解雇、労働条件の引き下げ、いじめ・嫌がらせ、雇止めなど、労働者個人と事業主との間の職場内トラブル（個別労働紛争）
が頻発しています。こうした中にあって個別労働紛争の発生を予防するとともに、発生した労働紛争に適切に対応し、労働者が
安心して働ける職場環境を整備することは、今や経営の最重要課題の一つとなっています。
　本研修は、職場内の個別労働紛争の発生を防ぐとともに、発生してしまった紛争を早期に、円滑かつ適切に解決できる人材を
育成することを目的として、①紛争の争点を把握し整理する能力、②争点ごとに事実関係を調査し、正確に把握する能力、③法
令、判例や就業規則を踏まえ、有効な解決手段を見出す能力などを付与・向上することを目的として国の事業として開催するも
のです。

・主に職場内の個別労働紛争に対応される方に個別労働紛争の発
生を防ぐとともに、発生してしまった紛争を早期に、円滑かつ適切
に解決するために必要な基礎的な能力を付与することを目的とし
た研修です。研修はスクール方式で行われます。
・労働法と事例的研修で構成されています。
・講師は、著名な労働法学者や実務経験豊富な労使の弁護士が担当
します。
（注）オンデマンド配信の視聴や教材をもとに、研修日前１か月間
事前学習をしていただきます。

※ 各研修日の1か月前から研修日の前日までがオンデマンド配信 による受講期間（事前学習期間）となります。 テキスト、教材、視聴用URL等をご指
定の住所にお送りします ので、必ず事前に学習し研修にご参加下さい。※テキスト送付後のキャンセルはお受けできません。

税込み、
テキスト教材一式込

　申込方法等詳細につきましては、全基連ＨＰをご覧くだ
さい。基礎研修で基本的知識を一通り学習した後、最近の労
働法制、労働判例などの知識を前提に模擬紛争事例等を題
材に受講者間でグループディスカッションを行いながら紛
争解決能力をアップしていく応用研修もあります。（基礎研
修とセットでの受講をお勧めします。）

28,600円

個別労働紛争
解決研修（基礎研修）のご案内

個別労働紛争を防ぎ、解決して働きやすい職場の実現を！

令和
7年度

ライブ配信 /会場開催

本
研
修
の
目
的

基
礎
研
修
内
容

基
礎
研
修
受
講
料

令和7年度 基礎研修スケジュール
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令和７年 労災死亡者累計
（令和７年6月5日現在）宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
1

2
4

1
1

3

1
2
1
2
2

83 3 2
1
11

前年同期

77

5月

業  種 経験期間年 齢 性 別事故の型 起因物

4
2m以上からの
墜落・転落

建築物、
構築物

建設業 70代 男 50年

番号 発生月

民家のフェンス設置工事を行うため、被災者が擁壁に穿孔機で穴をあけて
いたところ、穿孔機の刃が鉄筋に噛みこんだ反動でバランスを崩し、高さ
2.6ｍの箇所から墜落した。

災　害　の　概　要

宮崎労働局
令和7年 死亡災害発生状況

令和7年5月28日現在

延
岡
支
部
は
、６
月
６
日
、労
働
安

全
衛
生
推
進
大
会
を
延
岡
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー（
延
岡
市
）で
開
催
し
ま
し

た
。事
業
主
や
安
全
担
当
者
ら
約
40
名

（
24
社
）が
参
加
し
、安
全
衛
生
の
講

話
や
特
別
講
演
等
を
通
じ
て「
災
害
防

止
と
健
康
確
保
」へ
の
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、西
田
労
務
管
理
部

会
長（
旭
有
機
材（
株
）人
事
グ
ル
ー
プ

長
）は「
労
働
災
害
防
止
は
会
社
が
事

業
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
基
盤
で

あ
る
と
と
も
に
、働
く
人
々
に
と
っ
て
は

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
、家
庭
生
活
を
営

む
に
あ
た
っ
て
の
必
要
不
可
欠
な
最
低

限
の
要
素
で
す
」と
開
会
挨
拶
し
ま
し

た
。福
田
支
部
長（
旭
化
成（
株
）延
岡

支
社
長
）は
主
催
者
と
し
て「
死
亡
災

害
を
防
ぐ
に
は
、職
場
の
ど
ん
な
小
さ
な

災
害
も
決
し
て
見
逃
さ
ず
、ゼ
ロ
災
害
を

積
み
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
。危
険
の

芽
を
早
く
か
ら
摘
み
取
り
、未
来
に
向

か
っ
て
、様
々
な
対
策
を
持
っ
て
職
場
の

仲
間
全
員
で
ゼ
ロ
災
職
場
を
作
っ
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
」と
訴
え
、あ
わ
せ
て
今

年
に
な
っ
て
県
北
地
区
で
死
亡
災
害
が
発

生
し
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、会
員
企
業

の
取
り
組
み
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
し
て

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。ま
た
、大
会
後
援
者

で
あ
る
延
岡
労
働
基
準
監
督
署
の
谷
宮
署

長
は「
自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
が
、沢
山
あ

る
と
い
う
事
を
自
己
認
識
す
る
こ
と
で
、

よ
り
成
長
で
き
ま
す
。労
働
安
全
衛
生
分

野
で
は
こ
の
姿
勢
が
大
事
で
す
」と
述
べ
ら

れ
、新
し
い
情
報
を
常
に
収
集
し
て
く
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
全
衛
生
講
話
で
は
同
労
基
署
の
三
浦

安
全
衛
生
課
長
が
、昨
年
の
死
亡
災
害
に

つ
い
て
発
生
原
因
や
そ
の
対
策
に
つ
い
て

具
体
的
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
る
と

と
も
に
、熱
中
症
対
策
な
ど
も
幅
広
く
解

説
さ
れ
ま
し
た
。特
別
講
演
で
は
北
浦
歯

科
医
院
林
医
師
が「
事
業
所
で
の
定
期
歯
科

検
診
の
実
施
向
上
と
歯
科
受
診
の
重
要
性
に

つ
い
て
」の
テ
ー
マ
で
講
演
さ
れ
、「
失
っ
て
か

ら
後
悔
し
た
も
の
の
１
番
は
歯
と
い
う
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
が
あ
り
ま
す
。定
期
歯
科
検
診

を
行
う
こ
と
が
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
」と
指
摘
さ
れ
、事
業
所
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
で
受
診
率
も
向
上
す
る
と

説
明
さ
れ
ま
し
た
。近
年
は
、歯
周
病
と
全
身

疾
患
と
の
関
連
な
ど
、歯
の
健
康
が
全
身
の
健

康
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
見
方
が
強
ま
っ
て

い
ま
す
。人
手
不
足
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
中
、

高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
に
働
き
続
け
て
い
く
た

め
の
重
要
な
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
豐
丸
安
全
衛
生
部
会
長（
旭
化
成

（
株
）環
境
安
全
部
長
）が
本
大
会
の
安
全
宣

言
を
読
み
上
げ
、参
加
者
の
拍
手
を
も
っ
て
賛

同
さ
れ
、労
務
管
理
部
会
・
安
全
衛
生
部
会
委

員
及
び
参
加
さ
れ
た
方
全
員
の
協
力
を
得
て
、

無
事
に
本
年
度
の
労
働
安
全
衛
生
推
進
大
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

みんなでつくろう！ ゼロ災職場

労
働
安
全
衛
生
推
進
大
会
開
催

延
岡
支
部
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講習のご案内講習のご案内
月分

宮崎基準協会

「受講申込書」はホームページから
   印刷（ExcelまたはPDF形式）できます

（注）都合により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。　
講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします（平日8：30～17：00）。
但し、※印の講習（主に高校生対象）を受講希望の方については、担当支部にお問合わせの上、お申し込みください。
・「技能講習」受講申込書には証明写真、本人確認書類の添付が、また「特別教育等」受講申込書には本人確認書類の添付が必要です。
・テキスト代は、都合により改定される場合があります。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。　事務局へ申込書の受付を確認後、開催日の
3営業日前までにご入金ください。
（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）

7 8

（免除）…以下の講習等の免除対象者についてはお問合せいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。申込書に確認書類の貼付が必要です。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技
能
講
習

ガス溶接 15,950
会員    330
一般　 880 都城 8/  2（土） ～ 8/  3（日） (学科）小林秀峰高等学校（小林市）(実技) 

玉掛け
（吊上げ荷重１トン以上のクレーン等の玉掛作業）

27,280   
（免除25,190）

会員    605
一般 1,705 都城 7/10（木） ～ 7/12（土） (学科) 都城地区建設業協会

(実技) 海晴機械(株) 北諸県郡三股町

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除32,120）

会員    605
一般 1,705 延岡 　7/24（木） ～ 7/26（土）

（学科）  INOBECH（イノベック）協同組合内
　　　  宮崎労働基準協会 延岡支部大武講習会場
（実技）  （延岡市大武町39-84）

作
業
主
任
者

乾燥設備
(注 ) 申込時に受講資格の証明が
必要（詳しくはHP参照）

15,950 会員 　550
一般  1,650 宮崎 7/  1（火） ～ 　7/  2（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

特定化学物質及び
四アルキル鉛等 15,950 会員 　880

一般  1,980

宮崎 8/  5（火） ～ 　8/  6（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 7/  3（木） ～ 　7/  4（金）
INOBECH（イノベック）協同組合内
宮崎労働基準協会 延岡支部大武講習会場
（延岡市大武町39-84）

酸素欠乏・
硫化水素危険

20,900 会員　1,210
一般　2,310

宮崎 7/  9（水） ～ 7/11（金） (学科)   矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）(実技) 

延岡 7/14（月） ～ 7/16（水）
（学科）  INOBECH（イノベック）協同組合内
　　　  宮崎労働基準協会 延岡支部大武講習会場（実技）

  （延岡市大武町39-84）

延岡 8/18（月） ～ 8/20（水）
（学科）  INOBECH（イノベック）協同組合内

　　　 宮崎労働基準協会 延岡支部大武講習会場（実技） 
 （延岡市大武町39-84）

有機溶剤 15,950
会員 　880
一般  1,980 宮崎 7/29（火） ～ 　7/30（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

石綿 15,950 会員 　880
一般  1,980 宮崎 8/28（木） ～ 8/29（金） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

特
別
教
育

クレーン運転業務
（つり上げ荷重５トン未満の運転）

会員 15,950
一般19,030

1,705 都城 8/29（金） ～ 　8/30（土）（学科）  都城地区建設業協会（実技）  海晴機械(株)（北諸県郡三股町）

巻上げ機運転業務 会員 17,930
一般21,010

1,375
（改定） 宮崎 7/  4（金） ～ 7/  5（土）（学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技）  矢野運輸（株）

自由研削用といし
取替等業務

会員   9,020
一般 12,100

1,320 宮崎 7/19（土） （学科）  
（実技）  

ポリテクセンター宮崎

電気取扱業務 (低圧 ) 会員 15,950
一般19,030

770

宮崎 　7/17（木） ～ 　7/18（金）（学科)   矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）（実技）

延岡 8/26（火） ～ 　8/27（水）
（学科）  INOBECH（イノベック）協同組合内
（実技）  宮崎労働基準協会 延岡支部大武講習会場
  　　    （延岡市大武町39-84）

そ  

の  

他

安全管理者選任時研修
会員 16,280

（免除13,860）
一般 19,250

（免除16,940）

1,650 宮崎 8/19    （火） ～ 　8/20（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

職長等の教育
（注）建設業の方については、職長・安全衛
生責任者教育を建設業労働災害防止協会

（℡0985-20-8610）が実施しています。

会員 15,950
一般 19,030 880

延岡 8/  5（火） ～ 8/  6（水）
INOBECH（イノベック）協同組合内
宮崎労働基準協会 延岡支部大武講習会場
（延岡市大武町39-84）

都城  7/23（水） ～ 7/24（木） 都城地区建設業協会

化学物質管理者研修 会員11,000
一般14,080 1980 宮崎 8/26（火） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

保護具着用
管理責任者教育

会員11,000
一般14,080 1650 宮崎 7/25（金） （学科）  矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

（実技）

労務管理実務基礎講座Ⅰ
※受講料・テキスト代込

会員   6,600
一般 10,560

宮崎 7/15（火） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

労務管理実務基礎講座Ⅱ
※受講料・テキスト代込

会員   9,130
一般 12,430
（改定）

宮崎 8/21（木） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

※
定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

定員に達しました定員に達しました

INOBECH（イノベック）協同組合（旧延岡鉄工団地協同組合）内

宮崎労働基準協会 延岡支部
大武講習会場のご案内

延岡市大武町39-84（旧センコーアポロ事務所）

お問い合わせ : 宮崎労働基準協会 延岡支部　TEL.0982-34-5538

延
岡
駅

J
R
日
豊
本
線

国
道
10
号
線

県道
223号線

祝子川

栗野名交差点

五ヶ瀬川

至延岡港

至北川

旧鉄工団地
ココ！

延岡支部の講習会場を新設しました。
お間違えのないようご注意ください。

住
所

案内MAP

おお    たけ

★お問合わせ都城支部へ




